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Ⅱ．貸借対照表関連 

１ 企業債の償還に係る他会計の負担 

貸借対照表に計上されている企業債（１年内に償還予定のものも含む）のうち、

一般会計が負担すると見込まれる額は 30,264,321,000円である。 

２ 引当金の取崩し 

(1) 賞与引当金の取崩し 

令和３年度において、期末勤勉手当支給のため、賞与引当金 56,709,000円を 

取り崩した。  

(2) 貸倒引当金の取崩し 

令和３年度において、下水道使用料を不納欠損するために、貸倒引当金

4,241,513円を取り崩した。 

(3) 修繕引当金の取崩し 

令和３年度において、修繕費として 110,863,041 円を執行することとなったた

め、修繕引当金 11,167,000円を取り崩した。 

Ⅲ．その他 

  新会計基準移行に係る経過措置等 

１ 修繕引当金に関する経過措置 

平成 26 年 3 月 31 日以前に引き当てられたものについては、引き続き従前の例に

より取り崩すこととする。 
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